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在宅医療における理学療法士，作業療法士，言語療法士の役割

東京都医師会会員調査結果をもとに

中村 好一 柳川 洋 西 三郎

目的　在宅医療における理学療法士，作業療法士，言語療法士の活動を医師サイドから評価し，今後の在宅

医療推進の一助とする。

方法　東京都医師会員で寝たきり老人在宅総合診療料の承認を受けている1,292人を対象に，郵送法により

調査を行った。調査項目は過去1年間の訪問診療対象者への理学療法士，作業療法士，言語療法士の

関与の有無，関与があった場合の医師と療法士との関係，療法士の所属，療法士の関与の利点と問題

点，関与がない場合にはその理由である。

成績　回答の得られた656人を解析対象とした。243人（37.0％）が自分の患者への療法士の関与ありと回答

していた。関与があったのが理学療法士である者223人（関与ありのうちの91.8％），作業療法士である

者42人（同17.3％），言語療法士である者25人（同10.3％）であった。療法士への指示，連絡関係は，

回答者の指示によるものが75人（30.9％），他の指示によるが連絡があるものが58人（23.9％），療法士

から連絡がないものが115人（47.3％）であった。在宅医療の対象者に療法士の関与がない，または関

与の有無不明と回答した400人の関与がなかった背景を尋ねた結果，療法士を必要とする患者がいない

191人（47.8％），頼みたいが連絡先不明77人（19.3％），自分で指導するので療法士を必要としない68

人（17.0％），地域内に療法士がいるかどうか不明54人（13.5％）などが多かった。在宅患者への療法

士の関与で良かった点，困った点を，関与があったと回答した243人について集計した。209人（86.0％）

が一つでも良かった点があったと回答していた。良かった点は，家族が訓練の方法が分かって喜んだ

（134人，55.1％），機能や状態の改善（120人，49.4％），家族自身の身体状況の改善（55人，22.6％），

療法士の業務や訓練の方法が分かった（26人，10.7％）などが多かった。療法士の関与により困った点

が一つでもあったと回答した者は118人（48.6％）であり，その詳細は，指示者が不明（64人，26.3％），

療法士の専門不明（57人，23.5％）が圧倒的に多かった。

結論　在宅医療において理学療法士，作業療法士，言語療法士の関与しているケースが相当数にのぼってお

り，多くの利点があるものの，改善すべき点も指摘された。
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